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　　How can we maintain our living environment comfortable place to live? One of the important factors is to 
know our living environment including ancient wisdom and ingenious attempt of living culture.　There are sev-
eral educational tools to understand regional characteristics such as picture storybook, Kamishibai, Karuta and 
plyaing cards.
　　The purpose of this paper is to show the process to create indigenous playing cards as collaborative inte-
grated study with school children and university students.　We made creative Gunma playing cards representation 
of the highly unique aspect of Gunma prefecture.
　　Educational technique making indigenous playing cards brings a lot of incentive, recognition and attachment 
to their living environment through various communications.　It has exciting prospect of active learning for 






























































































































2 温泉 伊香保温泉、万座温泉、磯部温泉 草津温泉、四万温泉、水上温泉 川中温泉 老神温泉
3 花、木、鳥 高崎市、桐生市、伊勢崎市 群馬県、前橋市、沼田市、渋川市 もみじ 冬桜
4 山 谷川岳、草津白根山、浅間山 上毛三山（赤城山、榛名山、妙義山） 武尊山 日光白根山
5 名所 少林山、観音山 赤城神社、榛名神社、妙義神社、貫前神社 ハーゲンダッツ工場 スバル工場

















J 芸術 山田かまち、山口薫、関口コオ 群馬交響楽団、BOOWY 星野富弘 井上武士
Q 作家 村上鬼城、土屋文明、吉野秀雄 萩原朔太郎、山村暮鳥、田山花袋 糸井重里 宮川ヒロ
K スポーツ スキー、スケート 野球、ソフトボール バスケクレインサンダーズ ザスパクサツ群馬
♣ 7 の B 級グルメには、高崎パスタ、前橋 tonton、ソースかつ丼、伊勢崎もんじゃが含まれる
郷土トランプの制作を取り入れた住教育の実践 107
表３　大学見学と日曜参観の発表についての児童の感想
2014 年 10 月 21 日　トランプ学習






































































































































































































小学生は 4～5 人のグループが 16 班あり、そこに大















2014 年 10 月 21 日　トランプ学習

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































守った。1 人 1 枚候補を挙げ、その中から多数決をす
ると話がまとまった。多数決をするときになかなかス
ムーズに決まらず、ある子どもが「じゃんけんで決め
よう」と言った。そのとき、別の子どもが「その決め
方は違うと思う」と発言し、再び多数決をしたところ、
ダイヤの 9 のカードに決定した。子どもたちが「ザ・
ぐんま」を真剣に選ぼうとしていることが伝わってき
た。
「ザ・ぐんま」を決める際に、ある子どもが自分のカー
ドを選びたいと主張する様子も見られた。自分の描い
たカードを気に入り誇りに思えていることは良いこと
だと感じた。私自身、絵は得意ではないが、自分の描
いたカードをとても気に入っている。子どもたちに
とっても、トランプとして形になったことが自信につ
ながり、トランプ作りが地域について知る良いきっか
けになっていると感じた。
ぐんまトランプが完成するまでには、調べたり絵を描いたり説明文を書いたりと
たくさんの時間がかかった。担任の先生も子どもたちの指導に多くの時間を費や
していたと思う。しかし、完成までの時間すべてがぐんまのよさを知ることに繋
がりとても素晴らしい取り組みだと感じた。私は、大学で学び始めるまであまり
群馬県のよさを感じることはなかった。しかし、群馬県の様々なところに行った
り今回のような授業を受けたりする中で群馬県のよさをたくさん知り、ぐんまを
好きになった。小学生のときにこのような自分の住む地域について楽しく学ぶ機
会をもてた子どもたちは幸せだと感じた。
私は、来年度から小学校か中学校で働くが、今回のように楽しみながら学べる授
業づくりに励んでいきたいと改めて感じた。今回のトランプ作りは、ぐんまの良
さを再発見できただけでなく、教師として子どもたちにどのようにぐんまの良さ
を伝えていくか、また、子どもたちのやる気を引き出す関わり方、声掛けの仕方
なども学ぶことができた。
14
大学生も、笑顔の人が多く、子どもたちと自然に関わ
れていたように思う。教育学部の学生にとっては、教
師という立場でなく、同じ目線で子どもたちの関わる
ことのできる良い機会だったのではないだろうか。大
学生と小学生、普段はなかなか関わる機会がないが、
共同でトランプを作ったことによって、一体感が生ま
れたように感じた。
「ザ・群馬」のトランプを選ぶ際には、自分が描いた
から、という理由でなく、どのトランプが群馬を象徴
しているか、群馬を知らない人にも「群馬の良さ」が
伝わるトランプはどれか、など小学生とともに多角的
に考えた。どのカードが一番良いか、ひとりひとりが
意見を言うことができたのは、トランプづくりに積極
的に取り組み、群馬トランプについて自分のしっかり
とした考えを持っているからだと感じた。自分のトラ
ンプが他の班で選ばれた子はとても嬉しそうで、選ば
れなかった子も一緒に喜んでいたのが印象的だった。
群馬トランプをつくってみて、自分自身、暮らしている群馬についての知識が増
えた。他のカードを見たり、調べたことを聞いたりして、焼きまんじゅうを買い
に行こうと思ったり、実際に温泉に行ってみようと思った。今回の授業を通して
さらに、群馬の良さについて知り、来年から働く場所として自らの目で群馬の場
所を見て、体験していきたいと感じた。今回の授業で作った群馬トランプは、群
馬を知り、興味を持ってもらう良いきっかけになる。私も父や母に来年から働く
地域として良さや素晴らしさを伝えたい。
来年からは教師として学びを工夫し、楽しくすることの大切さについても学ぶこ
とができた。小学校、大学の先生からはそのヒントを頂き、自分にしかできない
地域教育を実践していきたい。
田　中　麻　里・田　中　克　彦116
